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Ⅱ 調査結果の概要 

 

１ 分野ごとの評価 

・「環境」、「治安」、「景観」などの満足度が高い一方、「景気」、「電車・バス等の利用」、「交通安

全」などの評価が低いのは、前回アンケートと同じ傾向である。 

・また、前回に比べて満足度が上昇したものは１７項目、低下したものは６項目である。「がん

治療」「文化芸術鑑賞」、「学力」、「交通安全」、「道路整備」などの項目が上昇している一方、「景

気」、「働き方」などの満足度は低下している。 

（表１）質問項目別の満足度の変化 

質問項目 満足( 前回⇒今回)  不満( 前回⇒今回)  
・福井の海や山、川などの自然環境や、空気や飲み水などの生活環境が豊かで

美しいと思いますか。（問Ⅷ- １） 
８８％⇒９０％（＋2） 

(1 位⇒1 位)  
８％⇒７％（▲1） 

(25 位⇒24 位)  

・あなたは、福井県に住んでよかったですか。（問Ⅸ- ２） 
８１％⇒８３％（＋2） 

(2 位⇒2 位)  
１１％⇒８％（▲3） 

(23 位⇒23 位)  

・県内の治安は保たれていますか。（問Ⅳ- １） 
７２％⇒７６％（＋4） 

(3 位⇒3 位)  
１６％⇒１４％（▲2） 

(21 位⇒22 位)  

・福井県の景観（農村の風景、まちなみ等）は美しいと思いますか。（問Ⅷ- ２） 
７１％⇒７３％（＋2） 

(4 位⇒4 位)  
２１％⇒２０％（▲1） 

( 20位⇒17 位)  

・県内の道路は十分整備されていますか。（問Ⅶ- ３） 
６２％⇒６８％（＋6） 

( 6 位⇒5 位)  

３１％⇒２５％（▲6） 

(9 位⇒15 位)  

・日常生活の中で、個人、家族、グループなどで楽しんでいることはあります

か。（問Ⅸ- １） 

６６％⇒６６％（－） 

(5 位⇒6 位)  

２９％⇒３０％（▲1） 

(14 位⇒9 位)  

・福井県外へ出かける場合に、現在の高速道路や鉄道などに満足していますか。 
（問Ⅶ- ４） 

６１％⇒６２％（＋1） 
( 7 位⇒7 位)  

２９％⇒２６％（▲3） 
(14 位⇒13 位)  

・救急の医療、小児科や身近な「かかりつけ医」など十分な医療が受けられる
ようになっていると思いますか。（問Ⅰ- １） 

５９％⇒６１％（＋2） 
( 9 位⇒8 位)  

３１％⇒２９％（▲2） 
(9 位⇒10位)  

・家族の理解や応援など、女性が地域や職場で活躍できるようになっています
か｡（問Ⅱ- ３） 

６１％⇒５９％（▲2） 
( 7 位⇒9 位)  

２３％⇒２４％（＋1） 
(18 位⇒16 位)  

・高齢者の活動や仲間づくりの場があり、高齢者がいきいきと元気に生活でき
るようになっていると思いますか。（問Ⅰ- ４） 

５８％⇒５６％（▲2） 
( 10位⇒10位)  

２６％⇒２９％（＋3） 
(17 位⇒10位)  

・あなたは、現在の仕事（働き方）に満足していますか。（問Ⅱ- １） 
５６％⇒５２％（▲4） 

(11 位⇒11 位)  

２９％⇒３１％（＋2） 

(14 位⇒8 位)  

・子どもたちは、学校生活を楽しんでいますか。（問Ⅲ- ７） 
５０％⇒５１％（＋1） 

( 12位⇒12位)  

１０％⇒７％（▲3） 

(24 位⇒24 位)  

・県内の交通の状況は安全（交通ルールが守られ、安心して道路を通行できる
状況）ですか。（問Ⅳ- ２） 

４２％⇒４８％（＋6） 
( 13位⇒13位)  

５１％⇒４５％（▲6） 

(3 位⇒6 位)  

・がんの治療が必要になったとき、安心して十分な医療が受けられるようにな
っていると思いますか。（問Ⅰ- ２） 

４０％⇒４７％（＋7） 
(14 位⇒14 位)  

３７％⇒３３％（▲4） 
(7 位⇒7 位)  

・子どもたちの心と体の成長に、学校が十分役割を果たしていますか。 
（問Ⅲ- ６） 

４０％⇒４４％（＋4） 
(14 位⇒15 位)  

２３％⇒１８％（▲5） 
(18 位⇒20位)  

・県内の観光地は魅力があると思いますか。（問Ⅵ- ４） 
４０％⇒４２％( ＋2) 

(14 位⇒16 位)  

５０％⇒４８％（▲2） 

(4 位⇒5 位)  

・経済的な負担が軽い、家族や職場の協力が得やすいなど、福井県は子どもを

産み、育てやすいと思いますか。（問Ⅲ- ３） 

３８％⇒４２％（＋4） 

(17 位⇒16位)  

３０％⇒２６％（▲4） 

(12 位⇒13 位)  

・学校で受けている授業で、子どもたちに十分な学力が身についていますか。 

（問Ⅲ- ５） 

３２％⇒４０％（＋8） 

( 20位⇒18 位)  

３０％⇒２０％( ▲10) 

(12 位⇒17 位)  

・スポーツを行う機会や施設は足りていますか。（問Ⅱ- ８） 
３５％⇒３９％（＋4） 

(18 位⇒19 位)  
３１％⇒２７％（▲4） 

(9 位⇒12 位)  

・絵画や音楽などの文化芸術を鑑賞することに満足していますか。（問Ⅱ- ６） 
２９％⇒３６％（＋7） 

(22 位⇒20位)  
３４％⇒２０％( ▲14） 

(8 位⇒17 位)  

・高齢者が住み慣れた家で家族とともに過ごしながら、必要な介護を受けられ
るようになっていると思いますか。（問Ⅰ- ５） 

３４％⇒３４％（－） 
( 19 位⇒21 位)  

５０％⇒５１％（＋1） 
( 4 位⇒3 位)  

・障害のある人が働くことや社会参加を通して自立し、地域で安心して暮らせ
るようになっていると思いますか。（問Ⅰ- ６） 

３０％⇒２８％（▲2） 
( 21 位⇒22 位)  

４６％⇒５０％（＋4） 
( 6 位⇒4 位)  

・子育てに対する支援サービスは、利用しやすいですか。（問Ⅲ- ２） 
２６％⇒２３％（▲3） 

( 23 位⇒23 位)  

１５％⇒１５％（－） 

( 22 位⇒21 位)  

・電車、バスなどは利用しやすいですか。（問Ⅶ- ２） 
２１％⇒２２％( ＋1) 

(24 位⇒24 位)  

６０％⇒５９％（▲1） 

(2 位⇒2 位)  

・県内の景気の状況について、どのように感じていますか。（問Ⅵ- １） 
１３％⇒ ５％( ▲8) 

( 25 位⇒25 位)  

６８％⇒８３％（＋15） 

( 1 位⇒1 位)  

（注１）満足は「満足している」「どちらかといえば満足している」、不満は「不満である」「どちらかといえば不満である」等の計 

（注２）（ ）内の数値は前回アンケートからの数値の増減、（ ）内の順位は満足、不満足等の数値の高い方からの順位。今回の満足度の高い順に記載 
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・「道路整備」、「高齢者の元気な生活」、「がん治療」などの項目について改善が実感され、「景気」、

「働き方」など経済や雇用に関連する項目は悪化している状況は前回調査と同じ傾向である。 

・また、前回アンケートに比べて「がん治療」、「学力」、「観光地の魅力」などの項目については

改善との回答が増加している一方、「景気」については悪化との回答が大幅に増えている。 

 

（表２）質問項目別の改善度の変化 

質問項目 改善 悪化 

・県内の道路は十分整備されていますか。（問Ⅶ- ３） 
４１％⇒４２％（＋1） 

(1 位⇒1 位)  
５％⇒５％（－） 

(16 位⇒17 位)  

・高齢者の活動や仲間づくりの場があり、高齢者がいきいきと元気に生活でき

るようになっていると思いますか。（問Ⅰ- ４） 

４１％⇒３８％（▲3） 

(1 位⇒2 位)  

４％⇒４％（－） 

(18 位⇒19位)  

・がんの治療が必要になったとき、安心して十分な医療が受けられるようにな
っていると思いますか。（問Ⅰ- ２） 

２７％⇒３４％（＋7） 
( 6 位⇒3 位)  

４％⇒４％（－） 
(18 位⇒19位)  

・福井県外へ出かける場合に、現在の高速道路や鉄道などに満足していますか。 
（問Ⅶ- ４） 

２９％⇒３２％（＋3） 
(4 位⇒4 位)  

２％⇒３％（＋1） 
(23 位⇒21位)  

・家族の理解や応援など、女性が地域や職場で活躍できるようになっています
か｡（問Ⅱ- ３） 

３３％⇒２８％（▲5） 
(3 位⇒5 位)  

４％⇒６％（＋2） 
(18 位⇒15位)  

・日常生活の中で、個人、家族、グループなどで楽しんでいることはあります

か。（問Ⅸ- １） 

２８％⇒２６％（▲2） 

(5 位⇒6 位)  

９％⇒１０％（＋1） 

(12 位⇒9 位)  

・高齢者が住み慣れた家で家族とともに過ごしながら、必要な介護を受けられ

るようになっていると思いますか。（問Ⅰ- ５） 

２５％⇒２５％（－） 

( 7 位⇒7 位)  

１３％⇒１４％（＋1） 

(9 位⇒4 位)  

・子育てに対する支援サービスは、利用しやすいですか。（問Ⅲ- ２） 
２４％⇒２４％（－） 

( 8 位⇒8 位)  
２％⇒２％（－） 

(23 位⇒24位)  

・救急の医療、小児科や身近な「かかりつけ医」など十分な医療が受けられる
ようになっていると思いますか。（問Ⅰ- １） 

２１％⇒２３％（＋2） 
( 10位⇒9 位)  

１０％⇒９％（▲1） 
(11 位⇒11位)  

・経済的な負担が軽い、家族や職場の協力が得やすいなど、福井県は子どもを
産み、育てやすいと思いますか。（問Ⅲ- ３） 

１８％⇒２２％（＋4） 
(14 位⇒10位)  

５％⇒５％（－） 
(16 位⇒18 位)  

・福井の海や山、川などの自然環境や、空気や飲み水などの生活環境が豊かで

美しいと思いますか。（問Ⅷ- １） 

１８％⇒２２％（＋4） 

(14 位⇒10位)  

１４％⇒１３％（▲1） 

(8 位⇒7 位)  

・福井県の景観（農村の風景、まちなみ等）は美しいと思いますか。（問Ⅷ- ２） 
１９％⇒２１％（＋2） 

(13 位⇒12位)  

１１％⇒１１％（－） 

(10 位⇒8 位)  

・絵画や音楽などの文化芸術を鑑賞することに満足していますか。（問Ⅱ- ６） 
２０％⇒２０％（－） 

(12 位⇒13位)  
４％⇒３％（▲1） 

(18 位⇒21位)  

・スポーツを行う機会や施設は足りていますか。（問Ⅱ- ８） 
２１％⇒２０％（▲1） 

( 10位⇒13位)  

４％⇒３％（▲1） 

(18 位⇒21位)  

・障害のある人が働くことや社会参加を通して自立し、地域で安心して暮らせ

るようになっていると思いますか。（問Ⅰ- ６） 

２２％⇒１９％（▲3） 

( 9 位⇒15位)  

７％⇒８％（＋1） 

(15 位⇒13位)  

・県内の観光地は魅力があると思いますか。（問Ⅵ- ４） 
１３％⇒１８％（＋5） 

(17 位⇒16位)  
９％⇒７％（▲2） 

(12 位⇒14位)  

・学校で受けている授業で、子どもたちに十分な学力が身についていますか。 
（問Ⅲ- ５） 

９％⇒１６％（＋7） 
(23 位⇒17位)  

２０％⇒１０％（▲10） 
(4 位⇒9 位)  

・県内の治安は保たれていますか。（問Ⅳ- １） 
１５％⇒１６％（＋1） 

( 16位⇒17位)  
１８％⇒１４％（▲4） 

(6 位⇒4 位)  

・子どもたちは、学校生活を楽しんでいますか。（問Ⅲ- ７） 
１２％⇒１５％（＋3） 

(20 位⇒19位)  
８％⇒６％（▲2） 

(14 位⇒15位)  

・子どもたちの心と体の成長に、学校が十分役割を果たしていますか。 
（問Ⅲ- ６） 

１１％⇒１５％（＋4） 
(22 位⇒19位)  

１５％⇒９％（▲6） 
(7 位⇒11位)  

・県内の交通の状況は安全（交通ルールが守られ、安心して道路を通行できる
状況）ですか。（問Ⅳ- ２） 

１３％⇒１５％（＋2） 
(17 位⇒19位)  

２４％⇒２２％（▲2） 
(2 位⇒3 位)  

・電車、バスなどは利用しやすいですか。（問Ⅶ- ２） 
１３％⇒１３％（－） 

(17 位⇒22位)  

１９％⇒１４％（▲5） 

(5 位⇒4 位)  

・あなたは、現在の仕事（働き方）に満足していますか。（問Ⅱ- １） 
１２％⇒１１％（▲1） 

( 20位⇒23 位)  

２２％⇒２８％（＋6） 

( 3 位⇒2 位)  

・県内の景気の状況について、どのように感じていますか。（問Ⅵ- １） 
７％⇒ １％（▲6） 

( 24 位⇒24 位)  
３９％⇒７０％（＋31） 

( 1 位⇒1 位)  

・あなたは、福井県に住んでよかったですか。（問Ⅸ- ２） － － 

（注１）改善は数年前に比べ「よくなっている」、悪化は数年前に比べ「悪くなっている」の回答 
（注２）（ ）内の数値は前回アンケートからの数値の増減、（ ）内の順位は満足、不満足等の数値の高い方からの順位 
（注３）今回アンケートの改善度の高い順に記載 
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 福福井井県県にに住住むむここととのの満満足足がが上上昇昇    

 

（福井県に住むことの満足） 

・福井県に住むことに満足（「住んでよかった」「どちらかといえば住んでよかった」の割合） 
・・・８３％ 

43%

45%

37%

38%

8%
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3%

3%

6%

6%

3%

3%

 

〔分析〕 

・福井県に住むことに満足しているとの回答が８３％と前回アンケート（８１％）よりも２ポイン

ト上昇した。 

・昨年来の急速な景気後退に伴う雇用情勢の悪化などのマイナス要因がある中でも、総合的な評価

である本県の住みやすさ・暮らしやすさについて県民が高く評価していることが示されている。 

 

・年代別に見ると、前回調査で８０％に達しなかった３０、４０代の満足度が上昇し、今回調査で

はすべての年代で満足度が８０％を超えている。学力や子育てなどに関する施策の実施により、

子育て世代の満足度が上昇しているものと思われる。 
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・地域別に見ると、福井・坂井地域、奥越地域、嶺南地域については前回よりも居住満足度が上昇

しているが、丹南地域については前回より若干低下し、他地域へ移り住みたいとの回答も増加し

ている。今回アンケート時点の有効求人倍率は丹南地域が最も悪くなっており、景気悪化の影響

が丹南地域の居住満足の実感に反映していると考えられる。また、嶺南地域については他地域へ

移り住みたいとの回答が前回から６ポイント減尐しており、嶺南地域の暮らしやすさの実感が向

上してきたことがうかがえる。 
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・アンケート回答者の半数が県外の居住を経験している。県外居住経験者の方が県外の居住経験の

ない者より満足度は若干低くなるが、それでも居住満足度は８０％となっており、県外における

生活を踏まえた上で、本県の暮らしやすさを実感している。 
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・県内在住年数別に居住満足度見ると、居住年数２０年までの回答者の満足度が上昇し、２１年以

上居住の回答者との満足度の差が縮まっている。 

・２０年までの回答者は、子どもと同居している割合が回答者全体よりも高くなっており、全国学

力テストで上位の成績を続けていることや、子育てのしやすさが評価されているものと推測する。 
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 学学校校のの授授業業にに対対すするる満満足足がが上上昇昇    

 

（学校の授業で子供たちに十分な学力が身についていることの満足） 

・学校の授業に満足（「十分な学力が身についている」「どちらかといえば身についている」の割合） 
・・・４０％ 

9%

12%

6%

9%

40%

46%

26%

32%

23%

18%

18%

14%

13%

9%

11%
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10%

10%

25%

27%

6%

4%

13%

13%

 

 

・前回アンケートと比べて最も満足度が上昇した項目が、学校の授業で学力が身についていること

に対する満足度（３２％→４０％）である。学校に通う子どもが同居している回答者では５８％

が満足しており、前回より９ポイント上昇した。 

 

・全国学力テストにおいて平成１９年度から３年連続で全国最上位の成績であったことが、学校に

通う子どもを持つ家庭を中心に学校の授業に対する信頼の向上につながったと考える。 

 

 

（参考） 

（表３）全国学力テストの全国順位 

 小学校 中学校 

国語(知識) 国語(活用) 算数(知識) 算数(活用) 国語(知識) 国語(活用) 数学(知識) 数学(活用) 

19年度 2 位 3 位 2 位 2 位 3 位 1 位 1 位 1 位 

20年度 3 位 2 位 2 位 2 位 2 位 1 位 1 位 1 位 

21年度 1 位 2 位 2 位 2 位 2 位 2 位 1 位 1 位 
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 景景気気にに対対ししてて厳厳ししいい実実感感    

 

（景気の状況） 

・景気の状況（「悪い」「どちらかといえば悪い」の割合）・・・８３％ 
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〔分析〕 

・前回アンケートから最も大きく変動した項目が景気に対する実感である。前回も景気の回復の実

感が得られていない状況（「悪い」「どちらかといえば悪い」の割合６７％）であったが、今回の

アンケートでは、さらに「どちらかといえば悪い」から「悪い」へと景気に対する認識は悪化し

ており、県民が一層の景気悪化を実感していることが裏付けられている。 

・これは、昨年秋以降の世界的な経済情勢の混乱を受けて、有効求人倍率が第 1 次オイルショック

時の水準まで落ち込むなど、県内の経済雇用情勢の厳しさを身近に感じていることによると考え

る。 

・自営業者、会社・団体役員の景気の実感が悪化しており、操業縮小や一時休業を行いながら従業

員の雇用維持を行う中小企業（雇用調整助成金対象事業所）が、アンケート調査時（21 年 9 月）

で１,０００件を超えているなど、厳しい状況の中で企業経営者が苦心している実情がうかがえる。 

 

 
（参考） 

・本県の有効求人倍率  平成 19 年 11 月 １．３４倍  →  平成 21 年８月 ０．５５倍 

・雇用調整助成金の対象となった中小企業数（平成 21 年 9 月） 1,149 件  
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・地域別に見ると、奥越地域、丹南地域において悪化しているとの回答が多くなっており、特に丹

南地域では前回アンケートからの悪化が著しい。２１年８月の有効求人倍率が県内のハローワー

ク管内で最も低くなっており、製造業の事業所が数多く立地している丹南地域の現在の厳しい雇

用環境などが景気の実感に反映していると考える。 

 

 

（参考） 

（表４）ハローワーク別の有効求人倍率 

ハロー

ワーク 

19 年 11 月 

(前回アンケート時) 

21 年 8 月 

（今回アンケート時） 

福井 １.３５ ０.５６ 

三国 １.５７ ０.４５ 

大野 １.１０ ０.４４ 

武生 １.４９ ０.４０ 

敦賀 １.７６ ０.９７ 

小浜 １.５５ ０.９９ 

県全体 １.３４ ０.５５ 

 

 

 

 

 

0%

0%

1%

0%

1%

1%

1%

0%

10%

4%

13%

4%

6%

2%

15%

6%

43%

40%

41%

32%
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性別による傾向 

 

 がん対策の向上を女性が実実感感    
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〔分析〕 

・前回調査と同様、性別による満足度の明瞭な差は見られない。男女差の大きな項目は「スポーツ

を行う機会や施設」（男性４４％、女性３６％）、「高齢者の元気な生活」（男性５２％、女性５９％）、

「子育てのしやすさ」（男性３８％、女性４５％）となっている。 

 

・前回調査と比較すると、女性の「がんの治療」に対する満足度が大きく上昇している。これは、

今年４月から女性特有のがん検診の無料クーポンの配付制度が導入されたことなど、がん対策の

充実を図っていることが女性に認知され、好感されているものと考える。 
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年代別の傾向 

 

 そそれれぞぞれれのの年年代代にに身身近近なな分分野野のの満満足足度度がが高高いい    
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〔分析〕 

・前回調査と同様、各年代の生活に身近な分野ほど他の年代に比べ満足度が高くなっている。高齢

者は「医療」、「高齢者の元気な生活」、３０代、４０代では「子育て」、「教育」の満足度が高い。 

・「子育て」、「教育」は各年代とも前回調査よりも満足度が上昇しており、この分野の評価の向上

が各年代に通じたものということがうかがえる。 

・２０代では「文化芸術鑑賞」、「スポーツの機会」の満足が上昇している一方「住んでよかった」

という満足度が各年代を通じて唯一低下した。２０代は「たのしみがある」との回答が減尐して

おり、「文化」や「スポーツ」について充実してきたとの実感はあるものの、若者とって楽しい

と感じる機会が減尐しているとの結果が表れている。 
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・３０代では「子育て」、「教育」の満足度が向上している。３０代は子育てや教育に関連して行政

とのつながりが増加してくる世代である。実際に子育て施策の利用や学校の授業見学などを通じ

て満足を感じているものと考える。 

 

・４０代では「医療」や「子育て」の他、「高速交通体系」や「県内の道路整備」に対する満足度

が向上している。仕事や家族連れのレジャーで県内外を移動する機会の多い年代であり、高速道

路の整備や北陸新幹線延伸の期待などを評価していることがうかがえる。 

 

・５０代、６０代では「子育て」、「教育」を評価する一方、「働き方」の満足度が低下している。

景気悪化の実感は各年代共通のものであるが、５０代、６０代が雇用状況の悪化を強く感じてい

ることが推測される。 

 

・７０歳以上では「がんの治療」に対する満足度が上昇している。市町村を通じた「がん検診」の

推進、「がん医療センター」の開設などの施策が満足度の向上につながっているものと考える。 
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地域別の傾向 

 

 医療インフラ・交通インフラに対する実実感感にに地地域域差差    
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〔分析〕 

・「十分な医療」、「がん治療」、「県内の道路整備」、「高速交通体系」、「文化芸術鑑賞」など地域差

が大きい項目は前回と同様である。 

・「十分な医療」については、福井坂井地域と他地域で医療機関や医師数の集積に差があり、これ

が地域の実感となって表れていると考えられる。（１０万人当たり医師数 福井坂井地域２８２

人、奥越地域１１２人、丹南地域１１５人、嶺南地域１５５人） 

 

・また、「がん治療」については前回調査より地域差が拡大している。福井坂井地域など満足度が

大きく上昇した地域がある一方で、嶺南地域の満足度は低い状況に止まっている。 

・２１年２月に県立病院に「がん医療推進センター」が開設され、さらに、２３年度診療開始に向

けて陽子線がん治療施設の整備が進められていることが、福井坂井地域や奥越地域の満足度の向

上につながっているものと考える。一方、「がん医療推進センター」との距離がある嶺南地域で

は「がん治療」体制の充実が実感されていない状況である。 

 

・「県内の道路整備」や「高速交通体系」については、大阪から敦賀までのＪＲ直通列車の運行や

舞鶴若狭自動車道の整備進捗や国道２７号線の美浜東バイパスの全線開通もあり、嶺南地域の満

足度は大きく上昇しているものの、福井坂井地域や丹南地域に比べて十分に満足を感じる水準に

至っていない。 

 

・このほか「教育」、「文化芸術鑑賞」、「スポーツの機会」については４地域とも満足度が上昇

している。これは、本県全体として小中学生の「学力・体力日本一」が大きく報道されたことや、

平成２０年に県内にプロ野球球団が誕生したことなどが県全体の評価に表れていると考える。 



 18 

 

 

（表５）[ 地域別の満足度の変化]  

満足度 
項目 

福井坂井 

( 前回)  

福井坂井 

( 今回)  

奥越 

( 前回)  

奥越 

( 今回)  

丹南 

( 前回)  

丹南 

( 今回)  

嶺南 

( 前回)  

嶺南 

( 今回)  

地域差 

( 前回)  

地域差 

( 今回)  

十分な医療 ６５％ ６９％ ４３％ ５０％ ６０％ ５６％ ４８％ ４８％ ２２ ２１ 
がんの治療 ４３％ ５６％ ３８％ ４７％ ４５％ ４２％ ２７％ ２９％ １８ ２７ 
高齢者の元気な生活 ５６％ ５５％ ６１％ ５３％ ５９％ ５７％ ６１％ ５７％ ５ ４ 
高齢者の在宅介護 ３２％ ３５％ ３９％ ３７％ ３３％ ２９％ ３７％ ３６％ ７ ８ 
障害のある人の自立 ２７％ ２７％ ３４％ ２７％ ２８％ ２５％ ３８％ ３３％ １１ ８ 
働き方 ５５％ ５０％ ５９％ ５２％ ５６％ ５２％ ５４％ ５６％ ５ ６ 
女性の活躍 ６１％ ５９％ ６４％ ６０％ ６１％ ５７％ ６２％ ６０％ ３ ３ 
文化芸術鑑賞 ３０％ ４１％ ３２％ ４０％ ３３％ ３７％ ２１％ ２４％ １２ １７ 
スポーツの機会 ３４％ ３７％ ３６％ ４２％ ３６％ ４３％ ３５％ ３９％ ２ ６ 
子育てのしやすさ ３８％ ４３％ ４５％ ４４％ ４０％ ４２％ ３３％ ４０％ １２ ４ 
十分な学力 ３１％ ３９％ ３５％ ４６％ ３２％ ４０％ ３３％ ４２％ ４ ７ 
学校の役割 ４０％ ４３％ ４２％ ４５％ ３８％ ４４％ ４０％ ４７％ ４ ４ 
学校生活のたのしさ ５０％ ４９％ ５０％ ６０％ ５２％ ５３％ ５１％ ５１％ ２ １１ 
治安 ７２％ ７６％ ７３％ ７５％ ６９％ ７９％ ７４％ ７４％ ５ ５ 
交通安全 ３７％ ４６％ ４３％ ４６％ ４５％ ５０％ ４９％ ５３％ １２ ７ 
景気 １５％ ６％ ６％ ３％ １３％ ４％ １０％ ５％ ９ ３ 
観光地の魅力 ３７％ ４３％ ４１％ ４１％ ４１％ ４０％ ４５％ ４６％ ８ ６ 
電車、バスの利用 ２３％ ２６％ １７％ １９％ ２３％ １６％ １７％ １８％ ６ １０ 
県内の道路整備 ６３％ ７０％ ５４％ ５５％ ６８％ ７２％ ５４％ ６６％ １４ １７ 
高速交通体系 ６４％ ６６％ ５３％ ４９％ ７１％ ６６％ ４７％ ５２％ ２４ １７ 
環境 ９０％ ９１％ ８９％ ９４％ ８７％ ９０％ ８６％ ８７％ ４ ７ 
景観 ６８％ ７２％ ７８％ ８０％ ７１％ ７３％ ７６％ ７１％ １０ ８ 
暮らしのたのしみ ６８％ ６７％ ６７％ ６９％ ６７％ ６５％ ６３％ ５９％ ５ １０ 
住んでよかった ８２％ ８５％ ７６％ ８７％ ８５％ ８３％ ７５％ ７６％ １０ １１ 

※地域差は「最も満足度が高い地域の数値」－「最も満足度が低い地域の数値」 
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居住期間別の傾向 

 

 居居住住年年数数２２００年年ままででのの方方のの暮暮ららししややすすささのの実実感感がが向向上上    
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〔分析〕 

・居住年数を２０年までと２１年以上で区分すると、医療については居住２１年以上の方が高い満

足度を示している一方、子育て、教育などについては２０年までの満足度が高くなっている。 

・また、前回調査と比較すると居住２０年までの回答者の満足度が全般的に向上しており、特に、

居住満足度（「住んでよかった」との回答）は大きく上昇（６４％→７２％）した。子育て、教

育の満足度が上昇しており、本県の子育てのしやすさや学力水準に対する評価が、居住満足度の

向上につながったと推測される。 

・今回調査で、新たに県外居住経験の有無を確認したところ、県外居住経験者は約半数(1,215 人)

であり、そのうち５割(605 人)は東京都、大阪府、愛知県という大都市圏の居住者であった。 
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( 29)

 

・県外居住経験者は、県外居住経験のない者に比べて教育、働き方、女性の活躍、環境などについ

て高く評価している。自分自身の県外居住経験に照らして本県の教育環境、女性の就業率が高い

などの労働環境、身近に自然に触れ合える環境などを改めて実感している結果と考えられる。 

・一方、医療や高齢者福祉分野では県外居住経験者の満足度の方が低くなっている。人口１０万人

当たりの医師数（東京２６５人、大阪２３７人、福井県２０６人）やがん医療専門病院の存在な

ど大都市部との比較が満足度に影響していると推測される。 

・また交通インフラに関しては、「県内の道路整備」や「高速交通体系」の満足度は県外居住経験

者の方が高くなっているが、「電車・バスの利用」については他県の電車・バスなどを経験した

県外居住経験者の方が低くなっている。「交通安全」についても、交通マナーなどを他県と比較

できる県外居住経験者の満足度が低くなっており、交通安全対策の改善の余地は大きい。 

（表６）[ 県外居住の有無による満足度、改善度]  

満足度 

項目 

県外居住経験あり(n=1,215 人)  県外居住経験無し(n=1,243 人)  

満足 不満 改善 悪化 満足 不満 改善 悪化 

十分な医療 ５７％ ３３％ １９％ ９％ ６５％ ２５％ ２６％ ９％ 

がんの治療 ４３％ ３６％ ３１％ ５％ ５２％ ２９％ ３６％ ２％ 

高齢者の元気な生活 ５２％ ３１％ ３６％ ５％ ５９％ ２７％ ４１％ ４％ 

高齢者の在宅介護 ３１％ ５２％ ２２％ １５％ ３７％ ５０％ ２７％ １２％ 

障害のある人の自立 ２６％ ５１％ １９％ ８％ ２９％ ４８％ １９％ ７％ 

働き方 ５５％ ３１％ １１％ ２７％ ４９％ ３２％ １１％ ２８％ 

女性の活躍 ６１％ ２５％ ３０％ ５％ ５７％ ２３％ ２６％ ６％ 

文化芸術鑑賞 ３８％ ２６％ ２１％ ３％ ３５％ １４％ １９％ ３％ 

スポーツの機会 ４０％ ３１％ ２０％ ４％ ３８％ ２３％ ２０％ ３％ 

子育てのしやすさ ４３％ ２７％ ２１％ ５％ ４１％ ２５％ ２３％ ５％ 

十分な学力 ４４％ ２１％ １６％ １１％ ３７％ ２０％ １６％ ９％ 

学校の役割 ４９％ １８％ １６％ １０％ ３９％ １９％ １４％ ９％ 

学校生活のたのしさ ５４％ ７％ １５％ ６％ ４８％ ７％ １４％ ５％ 

治安 ７７％ １５％ １５％ １８％ ７５％ １３％ １７％ １１％ 

交通安全 ４４％ ５１％ １２％ ２４％ ５１％ ４０％ １７％ ２０％ 

景気 ４％ ８６％ １％ ７２％ ６％ ８０％ ２％ ６７％ 

観光地の魅力 ４２％ ５１％ １８％ ９％ ４２％ ４５％ １８％ ５％ 

電車、バスの利用 １８％ ６４％ １１％ １３％ ２５％ ５３％ １５％ １５％ 

県内の道路整備 ７１％ ２３％ ４３％ ４％ ６６％ ２７％ ４１％ ５％ 

高速交通体系 ６３％ ３０％ ３２％ ４％ ６１％ ２３％ ３２％ ２％ 

環境 ９２％ ６％ １９％ １４％ ８７％ ７％ ２５％ １１％ 

景観 ７２％ ２３％ １９％ １３％ ７３％ １８％ ２３％ ９％ 

暮らしのたのしみ ６９％ ２８％ ２６％ ９％ ６２％ ３３％ ２６％ １０％ 

住んでよかった ８０％ １２％ － － ８６％ ４％ － － 

（注） 県外居住経験無しは全体(2,458 人) から県外居住経験ありを差し引いたもの 
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２ 満足度と改善度の変化 

-100

-50

0

50

100

-100 0 100

（注）

　満足度：「満足」、「どちらかといえば満足」－

　　　　　「不満」、「どちらかといえば不満」

　改善度：「よくなっている」－「悪くなっている」

　矢印は前回調査結果から今回調査結果への変化

0

（図30)満足度と改善度の変化

Ⅰ　満足・改善

Ⅳ　満足・悪化Ⅲ　不満・悪化

Ⅱ　不満・改善

 

〔分析〕 

・医療、道路整備など多くの分野が「Ⅰ満足・改善」に位置している。「Ⅱ不満・改善」に位置す

る項目は「高齢者介護」、「障害のある人の自立」、「Ⅲ不満・悪化」に位置する項目は「景気」、「電

車・バスの利用」、「観光地の魅力」、「Ⅳ満足・悪化」に位置する項目は、「働き方」、「交通安全」

となっている。 

 

・前回調査に比べ「がんの治療」、「学力」など多くの項目は満足度も改善度も上昇（矢印右上向き）

しており、総体的に「暮らしの質」の向上が県民に実感されていることが裏付けられた。 

・一方、前回調査と比較して不満が増え、改善度も悪化しているもの（矢印左下向き）は「景気」、

「働き方」、「女性の活躍」、「障害のある人の自立」、「高齢者の元気な生活」などである。 

・昨年来の世界的な景気悪化が「景気」や「働き方」に対する実感を大きく引き下げたことは言う

までもないが、雇用情勢の厳しい奥越地域や丹南地域の方が、他地域よりも「女性の活躍」の満

足度が低下していることを勘案すると、景気の悪化が女性の働き方に影響を与え、その結果、「女

性の活躍」の向上が感じられないものと考えられる。 

 

（表７）地域別「女性の活躍」に関する満足度および有効求人倍率 

 
 

福井坂井 

( 前回)  

福井坂井 

( 今回)  

奥越 

( 前回)  

奥越 

( 今回)  

丹南 

( 前回)  

丹南 

( 今回)  

嶺南 

( 前回)  

嶺南 

( 今回)  

「女性の活躍」 
の満足度 

６１％ ５９％ ６４％ ６０％ ６１％ ５７％ ６２％ ６０％ 

ハローワーク別
有効求人倍率 

1.35( 福井)  
1.57( 三国)  

0.56( 福井)  
0.45( 三国)  

1.10( 大野)  0.44( 大野)  1.49( 武生)  0.40( 武生)  
1.76( 敦賀)  
1.55( 小浜)  

0.97( 敦賀)  
0.99( 小浜)  

※ ハローワーク別有効求人倍率：前回･･･19 年 11 月、今回･･･21 年 8 月（福井労働局） 
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・同様に、景気の悪化は障害のある人の雇用に大きな影響を与えており、障害者の就職件数は２０

年度に減尐に転じ、今年度も引き続き厳しい状況にある。「障害のある人の自立」には安定した

働き場所が欠かせないものであり、雇用情勢の悪化が「障害のある人の自立」の満足度が低く止

まっている一因と考えられる。 

 

障害者就職件数の推移（福井労働局） 

17 年度 ５３３件   18 年度 ６５４件   19年度 ７０７件   ２０年度 ６３８件 

 

・「高齢者の元気な生活」については、前回調査と比べると現実の高齢者世代である７０歳以上と、

高齢者を親に持つ４０歳の満足度や改善度が他年代より低下している。「高齢者等に介護福祉施

設を安く安心して利用できるよう」との自由意見が最も多くなっており、経済的な不安が満足度

にも影響していると考えられる。 

・また、今年夏の国政選挙において公的年金や医療保険制度などが関心を集めたことも、将来の社

会保障制度に対する不安につながり、アンケート結果に影響を及ぼした可能性もある。 

（表８）年代別「高齢者の元気な生活」に関する満足度、改善度 

「高齢者の 

元気な生活」 

20 代 

( 前回)  

20 代 

( 今回)  

30 代 

( 前回)  

30 代 

( 今回)  

40 代 

( 前回)  

40 代 

( 今回)  

50 代 

( 前回)  

50 代 

( 今回)  

60 代 

( 前回)  

60 代 

( 今回)  

70 以上 

( 前回)  

70 以上 

( 今回)  

満足度 ５６％ ５５％ ５６％ ５４％ ６０％ ５６％ ５３％ ５３％ ５８％ ５８％ ６８％ ６３％ 

改善度 ３８％ ３５％ ３９％ ３６％ ４２％ ３８％ ３９％ ３８％ ４１％ ４２％ ４７％ ３９％ 

 

・「観光地の魅力」については、テレビドラマ「ちりとてちん」の放映を契機とした「女性落語大

会」開催や恐竜を核とした魅力度向上を進めた結果、観光客入込数は順調に増加した。また、２

０年１１月には本県が小学館ＤＩＭＥトレンド大賞特別賞を受賞するなど、全国から認知される

機会が増えたこともあり、県民は観光地の魅力の向上を感じている。しかし、まだ満足する者よ

り不満と感じる者の方が多くなっており、自由意見では、「さらにＰＲに力を入れるべき」との

意見が多くある。 

 

観光客入込数の推移 

18年度 ９８５万人   19年度 ９９３万人   20年度 １，０２６万人 

 

・「電車・バス等の利用」については、前回調査と比較して依然として多くの県民が利用しにくい

と感じており、公共交通機関の利用者数についても横ばいの状況が続いている。また、改善につ

いてもあまり進んでいないと感じている。 

 

県内公共交通機関利用者数 

18年 ２，２３０万人   19年 ２，２２２万人   20年 ２，２３１万人 
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３ 現在と将来の重要分野 

 

 現現在在のの暮暮ららししににはは福福祉祉やや景景気気、、将将来来にに向向けけててはは基基盤盤整整備備のの充充実実もも重重視視    

 

30%

40%

50%

60%

70%

30% 40% 50% 60% 70%

 

〔分析〕 

・「治安・交通安全」、「災害対策」、「子育て・教育」、「景気」、「仕事の満足」など、日々の暮らし

を支える分野を重要と考えている傾向は前回アンケートと同じである。 

 

・前回調査と比べると、「景気」、「仕事の満足」、「医療」、「高齢者福祉」など経済活動や福祉に関

連する項目については、現在の重要性が高まっている一方、「道路整備」、「公共交通機関」、「治

安」、「環境」など基盤整備に関連する項目は、現在よりも将来の重要性が高まっている。 

 

・これは、厳しい経済雇用情勢の中で、自分自身の現在の暮らしに直結する分野に目が向く一方で、

県民は、将来の暮らしのためには、しっかりした交通基盤や治安の維持向上などの社会基盤の整

備が必要との意識を合わせ持っていることが表れている。 

 

・また、すべての項目にわたって将来の重要度が前回調査を上回っていることは、将来の暮らしに

対する県民の関心が前回より高まり、将来への期待が大きくなっていることを反映していると考

えられる。 
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 奥越地域は現実志向が強まり、嶺南地域は将来に対する期待が高まる    

 

 

 

・奥越地域では、前回アンケートに比べて、現在の暮らしに対する重要度が高まり、将来の暮らし

に対する重要度が横ばいか低下している項目が多い。厳しい経済情勢などを背景に、現在の生活

を防衛する意識が強く働いているものと推測する。 

 

・嶺南地域では、前回アンケートに比べて将来の暮らしに対する重要度が４地域の中で最も上昇し

ている。嶺南地域では、舞鶴若狭自動車道の全線開通を平成２６年度に控えて観光の魅力や景観

など地域の魅力度向上を強く意識していることが、将来に対する大きな期待につながっているも

のと考える。 

 

・福井坂井地域と丹南地域では、将来の重要度について前回アンケートより高まっている一方、現

在の暮らしに対しては「子育て」や「医療」など重要度の増している項目と、道路整備など重要

度の低下している項目が混在している状況である。 
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 県外居住の経験が将来に対する期待が大    
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36

 

 

・県外居住の経験者と経験のない者を比較すると、全般的に県外居住経験者の方が「重要」と回答

する項目数が多くなっている。特に、将来の暮らしに対する重要度について県外経験の有無によ

り大きな差が生じている。 

 

・また、「子育て」、「治安・交通安全」、「十分な医療」などの重要度に関して県外居住経験の有無

により差が大きくなっており、他県の暮らしの中で自ら経験したことと、本県の現状を比較する

ことにより、重要性を強く感じ、さらなる充実を求めているものと考えられる。 
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４ 「暮らしの質」の向上に向けて 

 

（１） ２年間の施策の評価 

 

・前回と今回のアンケート結果を比較して満足度の変化を見ることにより、「新元気宣言」に基づ

く２年間の施策の成果を県民がどのように評価しているかを分析する。 

 

（元気な社会） 

・本県では、住みやすさ日本一の「豊かさ」を基本に、県民が「暮らしの質」の向上を実感できる

よう、新しい教育文化の創造、スポーツの飛躍、女性の活躍、高齢者・障害者福祉の充実など「元

気な社会」の実現に向けた政策を最優先に実行してきた。 

・この結果、全国学力テストで３年連続全国トップレベルの成績や、４年連続出生率の上昇につな

がり、「かかりつけ医など身近な医療」、「がん治療など高度な医療」、「文化芸術鑑賞」、「スポー

ツの機会」、「子育てのしやすさ」、「学力向上など学校の役割」、「治安」、「交通安全」など多くの

項目について２年前のアンケートに比べて満足度が上昇し、県民が「暮らしの質」のレベルアッ

プを実感していることが裏付けられた。 

・一方、「高齢者が元気に生活できている」、「障害のある人が安心して暮らせる」、「女性が地域や

職場で活躍できている」の満足度は前回アンケート結果を若干下回った。女性や障害のある人の

雇用情勢の悪化や、「高齢者等に介護福祉施設を安く利用できるよう」との自由意見が数多くあ

るように高齢者の経済的負担の増加が、満足度の低下に影響している可能性があると考えられる。 

・また、公的年金や医療保険制度をめぐる国政の動きが国政選挙などを通じて高齢者などに関する

県民の意識に影響があった可能性も考えられる。 

 

（元気な産業） 

・「新元気宣言」作成時には伴い本県産業は活力を取り戻しつつあり、次世代エネルギーの産業化

プロジェクトなど、さらに本県産業の質的な充実や働き方の質を向上させることを目指して施策

を展開してきた。また、昨年秋以来の世界同時不況により急速に悪化した県内経済情勢の建て直

しを最優先に、雇用の維持や企業の資金繰り支援など緊急の経済雇用対策を切れ目なく実施して

きた。しかし、世界的な景気悪化の谷は深く、今回のアンケートでは県民の「景気」や「働き方」

に対する実感は前回に比べて大きく悪化している。 

 

（元気な県土） 

・同様に「暮らしの質」を支える道路などの「元気な県土」については、舞鶴若狭自動車道をはじ

めとする高速交通ネットワークや県内道路の整備を進め、バスの運行時間の見直しなど公共交通

機関の利便性の向上を働きかけた結果、「県内の道路の整備」、「高速道路や鉄道など高速ネット

ワーク」など基盤整備について満足度が向上した。 

 

（元気な県政） 

・また、テレビドラマ「ちりとてちん」の放映を契機とした「女性落語大会」の開催や、継体大王

即位１５００周年記念事業の実施、恐竜を核とした観光誘客などを進め、本県の魅力を県内外に
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広めた結果、「観光地の魅力」に対する県民の満足度や改善度が向上した。 

・さらに、レジ袋の有料化などごみの減量化対策を進め、三方五湖周辺などの自然環境や歴史的な

景観の保全などの活動が、「環境」や「景観」に対する高い満足度をさらに向上させた。 

 

・これらの政策推進の総合的な評価として「福井県に住んでよかった」という回答が、前回アンケ

ートより上昇（８１％→８３％）したという結果に表れている。 
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（注）

満足度：「満足」「どちらかといえば満足」

　　　－「不満」「どちらかといえば不満」

※矢印は前回調査結果から今回調査結果への変化
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（注）

満足度：「満足」「どちらかといえば満足」

　　　－「不満」「どちらかといえば不満」

※矢印は前回調査結果から今回調査結果への変

化
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（２）「暮らしの質」を高めるための方向 

 

 「暮らしの質」を支える経済雇用の基盤づくり    

・１００年に一度と言われる世界同時不況の中で、現在の雇用情勢は第一次オイルショックに匹敵

する低水準にある。アンケートを見ても、景気浮揚に最も望まれているのは雇用対策の充実であ

り、雇用の維持・確保や中小企業の資金繰り支援などの充実は「暮らしの質」の基盤を支えるた

めの最優先の課題である。 

・その一方で、県民は公共投資の拡大や消費刺激策の充実と同様に新しい成長産業を創出すること

に期待を寄せている。景気回復に向けて本県の次世代の産業をどのように構築していくのか、成

長するアジア市場への対応、環境関連投資の拡大など時代の潮流を見極め、本県の次世代の産業

の育成を加速させる必要がある。 

 

 

 高齢者や女性に対する支援の充実    

・現在の厳しい経済情勢は高齢者や女性、障害のある人の暮らしにも影響を与えている。これが「高

齢者の元気な生活」や「女性の活躍」について満足は感じられているものの、２年前のアンケー

トに比べて向上していない一因になっている。また、「障害のある者の自立」の満足度も向上し

ていない。厳しい経済雇用環境の中で社会的に弱い立場にある者にしわ寄せが来ている可能性が

ある。まずは、これらの方の雇用の場を確保し、働きやすい環境づくりを進めていく必要がある。 

・その上で、高齢者については、医療・福祉、交通、生きがいなど様々な視点から捉えて支援を行

う必要がある。このため買物や通院の足の確保など高齢者の活動の範囲を広げる方策や、高齢化

が進んだ地域が活力を取り戻すための支援（ジェロントロジー）を行っていく。 

・また、２０～４０歳代の女性からは、アンケートの自由意見として女性の活躍のため仕事と子育

ての両立支援に対する希望が数多く寄せられている。働く女性への支援としてキャリアアップや

女性のネットワーク化などの支援に合わせて、子育てを楽しみながら働き続けられる労働環境が

実現できるよう、今年度策定する「福井県元気な子ども・子育て応援計画」に基づき企業の支援

を行っていく。 

 

 

 地地域域間間にに残残さされれたた課課題題のの解解決決    

・前回アンケートと比較して福井坂井、奥越、丹南、嶺南とも満足度の上昇した項目は多いが、依

然として地域間に満足度の差がある。医療の充実、公共交通機関の改善、高速交通体系の整備、

文化芸術鑑賞の機会など、奥越地域や嶺南地域が他地域と比べて満足度が低くなっている項目は、

前回アンケートと同様に医療や交通のインフラであり、これらの課題の解消に向けてさらに努力

していくことが必要である。 
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・このためには舞鶴若狭自動車道、中部縦貫自動車道、北陸新幹線などの高速交通ネットワークの

早期整備は欠かせない。また、医療機関のネットワーク化、文化芸術に触れる機会の拡大など、

すべての県民が暮らしやすさを実感できるよう環境づくりをさらに進めていく。 


